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１ 弘前市の概要

位置 東北地方 青森県の南西部

面積 約524k㎡

人口 175,545人（平成28年4月1日）、青森県第3位

世帯数 79,037世帯（平成28年4月1日）

地勢 岩木山、八甲田山、世界遺産白神山地に囲まれた盆地

気象
平均気温：10.2℃、年間降水量：1,183mm
夏が短く冬が長い、日本海型気候

八甲田山
弘前市弘前市岩木山
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夏が短く冬が長い、日本海型気候

主要産業
りんご栽培

（日本一の生産量 約１８万トン、国内の約２１％生産）

観光 弘前城、弘前さくらまつり、弘前ねぷたまつり

地場産業 津軽塗、こぎん刺し

弘前市の位置

世界遺産白神山地

弘前城
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●弘前市の人口は、約17.5万人（H28.4.1現在）となっており、高齢者が全体の約29％を占める。

●今後、他の地方都市同様、人口減少が進む想定、平成52年には約4万人減少、高齢化率が約7％増加する見込み。

●人口分布は、弘前駅を中心とした市街地部にコンパクトにまとまっている。

１ 弘前市の現状～地域の状況～
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▲弘前市(中心部)の人口分布(500mメッシュ)
出典：平成22年国勢調査

出典：弘前市住民基本台帳(H27.2.1)

出典：平成22年国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料(H25.3月)

※図中の数字は調査区番号を表す

▲弘前市の年代別人口

▲弘前市の年代別将来人口

弘前駅

中央弘前駅

弘前市役所
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●弘前市内の公共交通は、JR（奥羽本線）、弘南鉄道（弘南線、大鰐線）、路線バス、予約型乗合タクシーがそれぞれ民間

事業者が運行している。

●赤で囲った宮園・青山地区の2系統（宮園団地線・岩賀線）が平成25年に、相馬地区の系統が平成26年に再編され、相馬

地区については予約型乗合タクシーとなった。

１ 弘前市の現状～公共交通～
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相馬地区

宮園・青山地区

▲弘前市の鉄道網

出典：JR東日本HP、弘南鉄道HP

▲弘前市のバス路線網 出典：弘南バスHP

大鰐線

弘南線



●鉄道が利用しやすい地区※１の人口は45,166人で、弘前市全体の約25％を占める。

●バスが利用しやすい地区※２の人口は161,817人で、弘前市全体の約90％を占める。

※1：鉄道が利用しやすい地区：JR駅を中心とした半径1kmの範囲、弘南鉄道駅を中心とした半径500mの範囲
※2：バスが利用しやすい地区：バス停を中心とした半径300mの範囲と予約乗合タクシーが運行する相馬地区

鉄道が利用しやすい地区 バスが利用しやすい地区

１ 弘前市の現状～公共交通～

弘前市全体の9割以上
約17万人が居住
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圏域内人口 45,166人(24.6%)

圏域外人口 138,307人(75.4%)

総人口 183,473人

圏域内人口 161,817人(88.2%)

圏域外人口 21,656人(11.8%)

総人口 183,473人

出典：JR東日本HP、弘南鉄道HP、弘南バスHP、平成22年国勢調査※圏域の円にメッシュが一部でも重なったメッシュを圏域内と考えて試算



●バスサービスを面的に見ると、市街地の北側、東側、南側において人口密度が高い割にバス本数が少ない。

●南北方向のサービスレベルが高いが、南側の一部は大鰐線と競合してしまっている。

 

人口集積に比べ
比較的運行本数が
少ない地区

１ 弘前市の現状～公共交通～
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出典：弘南バス提供資料

▲バス停の運行本数別分布図(市街地部拡大)

人口密度が高く
運行本数も多いが
大鰐線と一部競合

運行本数（往復/日）

10往復以下

11～20往復

21～30往復

31～40往復

41～50往復

50往復以上



▼バス路線別運行頻度

平日 休日 平日 休日 始発 終着

笹館線（板柳発着） 10 7 10 7 バスターミナル 板柳案内所

笹館線（三世寺温泉行） 1 0 0 0 バスターミナル 三世寺温泉前

十腰内線 4 4 4 4 バスターミナル 天長園

小友～聖愛高校線 1 0 1 0 聖愛高校前 小友

座頭石線 11 10 11 10 弘前駅前 座頭石

狼森線 12 10 11 10 弘前駅前 狼森

狼森～南高校線 1 0 1 0 南高校 狼森

自衛隊線（富田大通り経由） 6 3 2 1 弘前駅前 自衛隊

自衛隊線（門外・松森町経由） 2 2 6 4 弘前駅前 自衛隊

学園町線 33 20 33 22 弘前駅前 学園町

久渡寺線 17 12 14 12 バスターミナル 久渡寺

金属団地・桜ヶ丘線 61 46 61 56 バスターミナル 桜ヶ丘案内所

南高校・桜ヶ丘線 6 1 6 2 バスターミナル 桜ヶ丘案内所

桜ヶ丘～東奥義塾高校線 1 1 1 0 東奥義塾高校前 桜ヶ丘案内所

弘前～尾上線 10 8 10 8 バスターミナル 尾上駅前

福田線（下土手町経由） 5 1 5 5 弘前駅前 弘前駅城東口

岩賀線 10 5 10 9 バスターミナル 岩賀

運行本数（非積雪） 運行本数（積雪）
路線

始発・終着バス停

１ 弘前市の現状～公共交通＜路線バス＞～

●運行が最も多い小栗山線は1日に50往復（100本）程度であるが、全路線の約8割は1日に6往復（12本）以下である。
●大半の路線の起終点がバスターミナルや弘前駅前となっており、乗継もバスターミナルや弘前駅前が基本となっている

平日 休日 平日 休日 始発 終着

駒越線（城西大橋経由） 6 2 6 6 バスターミナル 藤代車庫

駒越線（賀田経由） 1 1 1 1 バスターミナル 津軽中学校通り

南城西線 47 40 47 44 バスターミナル 藤代車庫

浜の町線 29 22 29 26 バスターミナル 藤代車庫

浜の町線（市役所経由） 2 0 2 0 弘前駅前 藤代車庫

茂森線 1 1 1 1 茂森新町 弘前駅前

小栗山線 91 74 104 89 弘前駅前 弘前営業所

駒越～小栗山線 5 2 5 2 藤代車庫 弘前営業所

藤代～浜の町～安原線 7 3 7 5 藤代車庫 マックスバリュ安原店

弘前駅前～安原線 2 1 2 2 弘前駅前 マックスバリュ安原店

弘前～浪岡線 16 12 10 6 バスターミナル ザビック浪岡

弘前～五所川原線 6 6 6 6 バスターミナル 五所川原駅前

弘前～五所川原線（イオン藤崎店経由） 6 6 6 6 バスターミナル 五所川原駅前

弘前～黒石線 17 19 17 18 バスターミナル 黒石駅前

大川原線 6 6 6 6 バスターミナル 大川原温泉

板留～南高校線 1 0 1 0 南高校 板留

弘前（高田）黒石線 5 6 5 6 バスターミナル 黒石駅前

運行本数（非積雪） 運行本数（積雪）
路線

始発・終着バス停
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出典：非積雪期は弘南バス（平成27年10月現在）

積雪期は過年度調査(H21路線バス等利用実態調査業務)

岩賀線 10 5 10 9 バスターミナル 岩賀

岩賀線（市立病院前経由） 1 1 1 1 弘前駅前 岩賀

川先線（下土手町経由） 8 4 8 8 弘前駅前 さくら野弘前店

小比内線（下土手町経由） 6 4 6 6 弘前駅前 さくら野弘前店

駅城東口環状線100円バス 2 2 2 2 弘前駅城東口 弘前駅城東口

城東環状100円バス（大町回り） 17 17 17 17 バスターミナル バスターミナル

城東環状100円バス（和徳回り） 16 16 16 16 バスターミナル バスターミナル

りんご公園線（ためのぶ） 8 8 0 0 弘前駅前 りんご公園

土手町循環100円バス 49 49 43 43 バスターミナル バスターミナル

石渡線 1 0 1 0 弘前駅前 石渡

石渡線（市役所経由） 1 0 1 0 弘前駅前 石渡

田茂木線 1 0 1 0 弘前駅前 藤代車庫

清原・安原～小栗山線 9 8 9 9 小栗山 バスターミナル

神田線（福祉センター経由） 5 0 5 5 バスターミナル 神田

清原・福祉センター・宮園（往路） 1 0 1 0 小栗山 神田

土堂・浜の町・栄町団地線 10 10 10 10 バスターミナル 土堂神社前

ミニバス緑ヶ丘線 11 7 11 11 バスターミナル 桜ヶ丘案内所

ミニバスさくら団地線 7 4 7 7 バスターミナル さくら団地

城南線 3 3 3 3 さくら野弘前店 桜ヶ丘案内所

城南線（バスターミナル発） 7 5 7 7 バスターミナル 桜ヶ丘案内所

城南線（希望ヶ丘経由） 2 2 2 2 バスターミナル 桜ヶ丘案内所

宮園団地線 27 22 27 24 バスターミナル 宮園五丁目県営住宅前

宮園～南高校線 1 0 1 0 宮園県営住宅前 南高校

鰺ヶ沢（小夜）天長園線 1 0 1 0 天長園前 鰺ヶ沢本町

弘前～平賀線（大坊経由） 6 5 6 5 バスターミナル 薬師堂北口

91路線中74路線(81%)が1日に6往復以下
※2時間おきの運行頻度で運行時間を12時間とすると、1日の運行本数は、6往復（12本）

弘前（高田）黒石線 5 6 5 6 バスターミナル 黒石駅前

黒石～聖愛高校線 1 0 1 0 聖愛高校前 黒石駅前

枯木平線 14 13 14 13 バスターミナル 枯木平

百沢スキー場線 9 7 5 2 バスターミナル いわき荘前

百沢スキー場線（スキー場発着） 0 0 4 4 バスターミナル 百沢スキー場

三本柳～東奥義塾高校線 1 0 1 1 東奥義塾高校前 三本柳

大秋線 8 7 8 7 バスターミナル 上大秋

居森平線 14 14 14 14 バスターミナル 居森平

居森平線（西目屋村役場前発着） 7 3 7 3 バスターミナル 西目屋村役場前

居森平～聖愛高校線 1 0 1 0 聖愛高校前 居森平

弘前～鰺ヶ沢線 5 5 5 6 バスターミナル 鰺ヶ沢本町

弘前～鰺ヶ沢線（天長園発着） 5 3 5 3 バスターミナル 天長園前

弘前～鯵ヶ沢線（天長園発糖坪経由） 1 0 1 0 弘前駅前 天長園前

鰺ヶ沢～聖愛高校線 1 1 1 0 聖愛高校前 鰺ヶ沢本町

弘前～大鰐・碇ヶ関線 25 22 25 22 バスターミナル 岩渕公園前

弘前～大鰐・碇ヶ関線（大鰐南団地行） 2 1 2 1 バスターミナル 大鰐南団地前

弘前～大鰐・碇ヶ関線（上堀越発） 2 1 2 1 弘前駅前 上堀越

相馬線 20 15 24 20 バスターミナル 相馬庁舎

相馬～聖愛高校線 1 0 1 0 聖愛高校前 相馬庁舎

弘前～賀田線（真土経由） 3 3 3 3 バスターミナル 津軽中学校通り

弘前～賀田線（駒越平田発） 1 1 1 1 駒越平田 津軽中学校通り

新岡線 11 9 11 9 バスターミナル 葛原

弥生線 9 10 10 12 バスターミナル 弥生北口

弥生線（いこいの広場経由） 0 2 0 0 バスターミナル 弥生北口

弥生線（養護学校経由） 2 0 3 0 バスターミナル 弥生北口

船沢線 13 13 13 13 バスターミナル 向野

船沢～聖愛高校線 0 0 1 0 向野 聖愛高校前

三ツ森線 1 1 1 1 弘前駅前 三ツ森

三ツ森～藤代線 2 1 2 1 バスターミナル 藤代車庫

楢の木・糖坪・堂ヶ沢線 8 8 8 8 バスターミナル 堂ヶ沢北口

楢の木・糖坪・堂ヶ沢線（下高杉経由） 6 4 6 4 バスターミナル 堂ヶ沢北口

楢の木・糖坪・堂ヶ沢線（市立病院前経由） 1 1 1 1 弘前駅前 堂ヶ沢北口

堂ヶ沢～楢の木・糖坪～小栗山線 1 1 0 0 弘前営業所 堂ヶ沢北口

笹館線 11 7 11 7 バスターミナル 笹館



●路線バスの系統ごとの収支は、約9割が赤字系統。

●路線バスの利用者数も年々減少傾向にあり、ここ5・6年で

約2割減少。

１ 弘前市の現状～公共交通＜路線バス＞～
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●弘南鉄道弘南線の利用者数は、ほぼ横ばいで推移。
●弘南鉄道大鰐線の利用者数は、年々減少傾向にあり、右肩下がりの状況に歯止めがかからない状況。
●大鰐線は通学定期の利用が多いことから、市内の高校在籍生徒数の減少も利用者数の減少の一因。
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１ 弘前市の現状～公共交通＜弘南鉄道＞～
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▲弘南線の利用者数の推移
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▲大鰐線の利用者数の推移

出典：弘南鉄道提供資料

大鰐線沿線 弘前市内

平成17年 平成26年

▲高校の在籍生徒数の変化(平成17年→平成26年)

項目 弘南線 大鰐線 大鰐線÷弘南線 

利用人数（年間値・推計） 1,099,713人/年 508,638人/年 0.46 

輸送人ｷﾛ（年間値・推計） 12,173,613.7人ｷﾛ/年 3,588,478.3人ｷﾛ/年 0.29 

平均乗車密度（年間平均） 34.23人ｷﾛ/列車ｷﾛ 17.68人ｷﾛ/列車ｷﾛ 0.52 

平均乗車距離（年間平均） 11.07㎞/人 7.06㎞/人 0.64 

列車ｷﾛ（１日値） 974.4列車ｷﾛ/日 556.0列車ｷﾛ/日 0.57 

運行本数（１日値・上下計） 58本/日 40本/日 0.69 

営業キロ（全線） 16.8㎞ 13.9㎞ 0.83 

弘前市内路線延長 4.3㎞ 11.6㎞ 2.70 

季節変動（積雪期÷非積雪期） 1.09 1.40  

曜日変動（平日；土曜：日曜） 
１：0.65：0.44 

（3475：2257：1539） 
１：0.53：0.27 

（1553：823：414） 
 

 

▼路線別の運輸指標等

大鰐線は季節変動・曜日変動が大きい

弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会発足



平成25年度
①弘前市交通結節点ネットワーク調査

②弘南鉄道大鰐線経営状況基礎調査

平成26年度

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み

①弘南鉄道大鰐線利活用検討

②交通結節点ネットワーク環境向上事業

平成27年度～
①利用促進策の実施

②その他取り組み
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※ 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域協働推進事業）を活用



①利用者等アンケート調査
対象：利用者、沿線住民、沿線高校への通学者
内容：日常の移動状況、大鰐線の利用状況・改善・必要性など

②大鰐線の需要推計

１ 弘前市交通結節点ネットワーク調査

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成25年度～

12

②大鰐線の需要推計
内容：各駅の背後圏域、沿線自治体の将来推計人口、利用状

況により将来的な需要見込みを算出
Ｈ２５ 約535,000人 ⇒ Ｈ４７ 約340,000人

③地域公共交通総合連携計画
内容：弘南鉄道大鰐線の方針や具体事業等を記載



調査内容
ア 資産状況調査
・現状の資産状況を把握し、今後の更新、整備状況等を調査
⇒ 今後の維持改善計画では軌道関係が多い など

イ 経営状況調査
・経営状況を調査し、資産状況や需要見込み等を基に、今後の経営状況を推計

２ 弘南鉄道大鰐線経営状況基礎調査

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成25年度～
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・経営状況を調査し、資産状況や需要見込み等を基に、今後の経営状況を推計
⇒ 類似事例と比べると、収支は比較的良い（※会社全体）
工事関係以外で補助等の支援を受けずに経営を維持 など

ウ 今後の検討方針まとめ
・コスト縮減策の検討、老朽化が懸念される施設・設備の詳細調査 など
・利用促進策の実施・効果検証、市民参加による支援スキーム（寄付、ファンド等）の
可能性調査、各種支援スキーム（税減免、補助金、公有民営、公共施設等運営
権、など）の比較検討 など



１ 弘南鉄道大鰐線利活用検討

１．過年度調査結果を踏まえた利用者増加シナリオの可能性
を検討

２．収支シミュレーションの検討

調査・分析

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～
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２．収支シミュレーションの検討
※継続的な利用促進を前提とした利用増加シナリオ含む

３．運行存続に向けた各種支援スキームの整理

◎収支シミュレーション（利用増加シナリオ含む）と、各種支援ス
キームの特性を加味した上で、運行存続の方針を検討

検 討



●可能な限り早めに、「Ｈ２４水準（５７.５万人）」まで増加させる

●「工夫次第で増える」ことを早い段階で実感！

Ｈ２７年度、Ｈ２８年度で「利用者増の達成」を目指す！

ポイント１

ミクロな増加（例：特定の駅だけ増加）でもよいので、「手ごたえ」を得る

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～ 利用検討
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Ｈ２７年度、Ｈ２８年度で「利用者増の達成」を目指す！

●「移動の利便性」だけを考えれば、クルマに勝てない

●複数のモードの連携はネットワーク向上のために必須

公共交通（弘南鉄道・ＪＲ・弘南バス）の総力戦へ！

ポイント２



908

803
900

1000
千人

減少トレンドから
増加トレンドへ！
減少トレンドから
増加トレンドへ！

●過年度調査結果に基づいた需要推計では、各種施策によりある程度の利用者増加を期待できる

利用者増加に向けた“道”はある！

複合的な利用促進策を展開することで「利用者増」を達成！

（複合的な利用促進策により、減少トレンドから増加トレンドへ！）

各種施策の展開
により増加！

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～ 利用検討
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増加トレンドへ！増加トレンドへ！

複合的な
利用促進策の展開

図：大鰐線利用者数の推移（H26以降はイメージ）
※H31年は利用促進による需要推計値

これ以上の利用率
向上を目指す！

利用促進策
モビリティ・
マネジメント
（MM)の実施



◆利用促進策
●サービス改善 ：運賃改定、２次交通の連携・充実など、利用者・沿線住民のニー
ズに応じた改善を行う

●モビリティ・マネジメント ：社会心理学的な知見に基づき 「自発的な公共交通利用
を促す」取組みを実施

◆政策的取組み
●計画策定等 ：立地適正化計画、公共交通網形成計画・再編事業実施を通して
（上記の２次交通の連携・充実等）各プロジェクトを実施

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～ 利用検討
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（上記の２次交通の連携・充実等）各プロジェクトを実施

●「まちづくり」として包括的な取組み ：（立地適正化計画に基づく）土地利用誘導、
駅前広場整備事業による中央弘前駅再開発等を通じて 「交通（移動）」だけでな
く、「まちづくり」として包括的な取組みを実施

◆経営的取組み
●市民（沿線住民）との密な連携 ：大鰐線と沿線市民の関係性を高めることを通じ
て、利用促進や無人駅舎の活用・管理などの取組みを検討・実施

●事業効果の検証・見直し ：各取組みによる効果を、経営状況・アンケート調査等
により継続的にモニタリングし、効果検証・見直しを随時行う



・ニューズレター（恒常的な情報発信：共有・啓発・機運づくり）

◆運賃
（実証実験も検討=柔軟性のある検討）

短期的取組 （目安：～５年以内） 中期的取組 （５～１０年以内） 長期的取組 （１０年～）

利用
促進

サー
ビス
改善

◆モビリティ・マネジメント

◆2次交通連携
（需要に応じた柔軟性のある検討）

◆増便
（需要に応じた柔軟性のある検討）

・ＴＦＰ（トラベル フィードバック プログラム）
サービス改善時・新企画開始時など適切なタイミングで実施

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～ 利用検討

経営的
取組

政策的
取組

◆地域協働による駅舎活用（維持・管理費用の削減）

◆再編事業実施
◆公共交通網
形成計画策定

◆立地適正化
計画策定

◆土地利用誘導（“串と団子”）

◆駅前広場整備事業 ◆中央弘前駅前再開発

・中心街連携（イベント等での経験誘発）

・高校ＭＭ（通学利用促進）

・企画商品開発（地域資源を活用した商品化：需要創造＋観光需要の取組み）

・ＭＭ教育（地域資源と活用した教材として活用）

公共交通を
軸とした
まちづくり
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◆
地域協
働ＭＭ

市民（沿線住民）を巻き込んだ
息の長い利用促進
（まちづくりにも展開）

◆事業効果検証 ⇒ 見直しをふまえた「あり方」の検討



２ 交通結節点ネットワーク環境向上事業
弘南鉄道大鰐線中央弘前駅を交通結節点としての機能向上に向けて、夏と秋の
まつり期間に循環タクシーを運行し、利用者へのアンケート調査を実施。

【調査結果】

２ 弘南鉄道大鰐線存続戦略協議会の取り組み～平成26年度～
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①乗合タクシーの利用目的は、地域住民は「買い
物」、ビジターは「旅行・出張」と、居住所属性に
よって異なる

②中央弘前駅⇔弘前駅間を結ぶ公共交通機関の
ニーズは、地域住民・ビジターともに存在している

③大鰐線⇔JR間の乗り継ぎ利用は、地域住民・ビジ
ターともに可能性あり



弘南鉄道 1926年（大正15年）設立
• 弘南線 弘前～津軽尾上 1927年（昭和2年）開業
• 黒石市 津軽尾上～黒石 1950年（昭和25年）開業

弘前電気鉄道 1949年（昭和24年）設立

• 大鰐線 中央弘前～大鰐 1952年（昭和27年）開業

３ 弘南鉄道（株）の取り組み

沿革
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▲弘前市の鉄道網 出典：JR東日本HP、弘南鉄道HP

弘前電気鉄道 1970年（昭和45年）弘南鉄道に譲渡

弘南鉄道 今年で90年周年

• 弘南線 弘前市～黒石市 16.8km

• 大鰐線 弘前市～大鰐町 13.9km

日本国内では最北の私営電気鉄道会社

ラッセル君ラッセル君
※日本一露出度が高い
ゆるキャラ

大鰐線



３ 弘南鉄道（株）の取り組み
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昭和49年（ピーク時）
→ 約390万人

モータリゼーションの進展
過疎化、少子化

３ 弘南鉄道（株）の取り組み

鉄道需要
の激減
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平成18年 約91万人

平成27年 約47万人
ピーク時の12%

平成26年 約48万人

6
沿線学校の閉校（大鰐高校）、定数削減
沿線住民の6割が鉄道を利用しない
沿線学校の閉校（大鰐高校）、定数削減



出典：陸奥新報HP

さっパス
走れ！さっパス

３ 弘南鉄道（株）の取り組み

方言が由来
・さっぱりする
・すっきりする

方言で。。。
湯さ入って、さっぱす
はっけて、さっぱす企画切符

納涼ビール列車
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新駅設置イベント しかし老朽化。。。

はっけて、さっぱす企画切符

グッズ販売



３ 弘南鉄道（株）の取り組み～鉄道愛好家との連携～

臨時貸切列車 鉄道愛好家による塗装

24

マニアを対象に撮影会 鉄道愛好家が撮影



大鰐線存続戦略協議会

３ 弘南鉄道（株）の取り組み～交通コンソーシアムとの連携～

地域と一緒に

走るこども美術館

25
ノーマイカーで飲もぉうかぁ

ぽっぽや体験

親子遠足弘前バル街



３ 地域と共存した弘南鉄道（株）へ
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１．モビリティマネジメント
・中学生モビリティ・マネジメント
・高校生モビリティ・マネジメント
・ニューズレターの発行 など

２．その他の取り組み

４ 利用促進の取り組み～平成27年度より～
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２．その他の取り組み
・まちなかお出かけパス
・つながれ！大鰐線 つなごう！みんなの交通コンソーシアム
～交通まちそだてを目指して～ の設立
・ひろさき公共交通マップの作製・配布 など



市内及び大鰐町の中学3年生に対し、高校への通学に公共交通を利用してもらえるよう、動機付

け冊子と併せて、学区内の代表的な場所から市内各高校までの公共交通機関や運賃を周知。

中学生モビリティ・マネジメント

沿線高校への電車通学
を促す利用促進４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～

28

動機付け冊子とランドリーバック
通学カタログ（参考：大鰐中学校）



高校の
場所に印

高校の
最寄駅を
明示

市内高校に通う高校生に、公共交通への利用を呼び掛ける動機付け冊子（ブックカバー）を配布。

高校生モビリティ・マネジメント

沿線高校への電車通学
を促す利用促進４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～

29

※学校別に情報、デザインを変更

高校の通
学実態

（使用イメージ）



・2カ月に1回、大鰐線沿線の約8,000世帯に対し、大鰐線に関するお得な情報や沿線でのイベントなどの情報
を発信。
・現在まで８回発行済み。

ニューズレターの発行

住民の意識醸成を目指した
基礎的・継続的コミュニケーション４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～
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大鰐線を利用して大鰐線沿線の施設を利用するとインセンティブ等が与えられるよう、沿線施設と連携した企
画切符を作成し発行。 ※運賃は弘南鉄道で負担

企画切符の作成等

地域連携による
多様な利用促進４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～
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中学生応援切符 通院あんしんパス(H27.12開始） 温水プールへ利用拡大（H28.10より）



・モビリティ・マネジメントの代表的な施策
・1,500世帯へアンケート実施、行動プラン法による利用状況の特性を把握・分析

②アンケート

お
た
め
し
券

（ねらい） （調査票）※一部抜粋

沿線住民の
利用促進

行動プランの作成

トラベルフィードバックプログラムの実施

４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～
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①ポスティング
②アンケート
回答

③無料おためし券
での電車乗車

④電車利用の
日常化

「折角なので、
おためし券で利用
してみようかしら」

「結構、大鰐線
もいいわね！」

行動プランの作成

行動意図の形成

実行意図の形成



沿線住民の
利用促進

（お試し乗車券 各世帯2部）

大鰐線の必要性

お得な情報

時刻表

トラベルフィードバックプログラムの実施

４ 利用促進の取り組み～モビリティ・マネジメント～

（動機付け冊子 各世帯１部）

33

健康の話題

自動車の費用の話題

時刻表

運賃例乗り方



・公共交通を利用した親子でのお出かけを促進するよう、路線バスと弘南鉄道大鰐線の運賃について保護者
と子ども（小学生）の運賃を軽減。現在は、65歳以上を対象としたシニアパスも発行し、高齢者の運賃軽減も実
施。

まちなかお出かけパス事業

４ 利用促進の取り組み～その他の取り組み～

見本見本
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・市民、交通事業者、行政が協働・連携し、公共交通を身近なものととらえる機運を醸成するとともに、大鰐線
をはじめとする公共交通の活性化を図ることを目的に設立。
・大鰐線を活用したイベント・子供向けシールラリーを実施し、Hot vol3も発行。

つながれ！大鰐線 つなごう！みんなの交通コンソーシアム
～交通まちそだてを目指して～ の設立

親子版 シニア版



ひろさき公共交通マップの作製・配布 弘前公園等入園料の無料化

４ 利用促進の取り組み～その他の取り組み～

概要：弘南鉄道
大鰐線の利用
者に弘前公
園、藤田記念
庭園等の入園
料を無料化

概要：市民
や、観光客に
公共交通の
路線情報を
多言語マップ
で作製、配布

・日本語
・英語
・繁体語
・簡体語
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乗り継ぎ割り引き パークアンドライド

概要：弘南鉄
道大鰐線と路
線バスに乗継
する場合に運
賃を100円引
き

概要：中心市街
地のにぎわい
創出と市街地
の交通渋滞緩
和を目的とし、
駅周辺の駐車
場を無料提供

・簡体語
・韓国語



H27年度事業の成果

【中学校MM】
1. 進学先を考える際、公共交通での通学方法や情報（運賃・時刻）が参考になったと回答し
た生徒（80%）

2. 大鰐線を利用しようと思った生徒（40%）、特に沿線の石川中・大鰐中・南中の生徒が
50%以上で高い値。

【高校MM】
1. 大鰐線を利用しようと思った生徒（20%）、特に沿線の義塾高校、聖愛高校が35%以上で
高い値。

2. バスを利用しようと思った生徒（30%）、特に聖愛高校、中央高校が40%以上で高い値。
3. 先生方のアンケートではMM事業継続望む（80%）

企画切符種類 12月~3月利用実績 H28以降

中学生応援切符 100枚 （見直し）

通院あんしんパス 924枚 継続

（参考）さっパス 2,411枚 継続

４ 利用促進の取り組み～平成27年度の成果～

・公共交通利用における行動意図が形成され、利用者低下に歯止め
・地域公共交通優良団体国土交通大臣表彰受賞
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コンパクト
シティ

スマート
シティ

公共交通
ネットワーク

+ +

『発展型コンパクトシティひろさき』

○中心部における既存の都市機能の維持・活用と、さらなる都市機能の誘導
○既存の各地域の生活拠点における日常生活を支える都市機能の充実
○弘前の求心力を支える広域的な都市機能の維持

○都市機能や公共交通の維持に資する移住・定住等の推進による人口の確保
○居住エリアや都市機能の立地と連動した、より効果的な公共交通の構築
○冬でも快適に暮らせる、積雪の多い地方都市に適した居住環境の創出

居

住

コンセプト 基本方針

まちの骨格

５ まちづくりと連携した公共交通～立地適正化との連携～

居住誘導区域・都市機能誘導区域（素案）

・新たな魅力や都市機能の導入、既存の都市施設を生かしたまちづくり
・交通機能を強化させ地域特性に合わせた、誰もが公共交通で移動できるまちづくり

都
市
機
能

市街地等が公共交通で連動する都市機能が集積したコンパクトなまちの維持
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中心部

各地域の生活拠点

まちの骨格（都市構造）は、りんごの花の姿と類

似し、中心部が中心花、地域拠点が側花、各花

を公共交通でつなぐりんごの花をイメージした「りん

ごの花型」都市として、設定します。

「りんごの花」型の都市構造
都市機能が集約された中心部、その周りで生活を支える機能を備えた
郊外の地域や大学等の高等教育機関が立地した地域の拠点形成、
公共交通によるネットワーク化、それを支える居住により、まちの骨格
（都市構造）を形成

まちの骨格 居住誘導区域・都市機能誘導区域（素案）



計画が目指す３つの目標

基本理念 まちを育み、暮らしと共にあり続ける公共交通網の形成

地域公共交通網形成の基本方針

名実ともに中心となる弘前駅・弘前バスターミナル・土手町通
り・中央弘前駅・大学病院・市役所・弘前城を結ぶ中心の軸、
中心軸と中心軸に隣接する地域拠点を結ぶ交通軸を強化・形成
する。

市街化区域内では、公共交通で移動ができるよう、中心部の中
心軸と郊外部の地域拠点を利便性の高い交通軸で連絡する。

目標１：中心部への公共交通を使った外出が増えている

市民の公共交通を使った外出が増え、土手町や弘前駅周辺の中
心部との往来、地域拠点間や田園との交流が活発化し、中心部
のみならず市全体が活き活きと活動している。

指標１：土手町通りのバス停・JR弘前駅・中央弘前駅・弘南線弘前
駅の総乗降車人数

指標２：市民の外出回数と公共交通利用率

地域公共交通再編事業
への取り組み

基本方針と目標を踏まえた施策の柱

１．都市の施設や機能の配置･
構成を踏まえた公共交通網
の再編

今後の公共交通利用環境改善に係る方針

・弘前市地域公共交通網形成計画を平成28年5月に策定
・中心部への公共交通利用の増大や生活の場面に応じた利用の拡大を促進

市民主体による地域交通運行の支援活動や、市民が様々な情報
に基づいて適切かつ自主的に公共交通手段を選んで利用する生
活スタイルなどの実現のため、地域や市民と連携した取り組み
の展開を図る。

公共交通沿線への居住誘導や施設配置などの政策展開と、公共
交通網の強化・形成とが一体となり、運賃制度や支払い方法な
どの公共交通利用時の環境改善により、市街化区域内での公共
交通利用が自然と選択される環境づくりに総合的に取り組む。

弘前都市圏を形成する周辺市町村の中心部と、本市の中心部の
連絡には、自動車に頼りすぎることがないよう、鉄道やバスに
よる公共交通軸を確保する。

集落を中心とした日常生活を公共交通で支えられるよう、田園
の集落とこれに近い地域拠点、または鉄道駅との連絡を需要に
応じた交通手段で確保する。

目標２：生活の場面に応じ公共交通を活用している

公共交通の利便性の高さが暮らし易さにつながっている。

市民の市内の移動、弘前圏域内の弘前市と周辺市町村との移動
にも公共交通の利用が増加している。

市民は公共交通の利用に、抵抗や負担を感じることが少なくな
り、市内の「中心部」・「郊外」・「田園」のいずれに居住す
る市民も不満なく公共交通を利用している人の割合が高くなっ
ている。

目標３：公共交通の維持運営を協働で担っている

交通事業者、市民、行政がそれぞれの役割を果たし、互いの協
力関係の下で相応の負担によって公共交通が維持運営されてい
る。

指標６：公共交通（機関別）の収支率

指標７：市民の公共交通との積極的な関わり

指標３：市街化区域内の幹線的公共交通沿線の人口の割合

指標４：公共交通（機関別）の利用者数

指標５：公共交通利用に対する満足度

２．公共交通網の再編に応じ
た交通手段間の連絡・連携
機能の向上

３．公共交通利用の利便性・
快適性・優位性の向上

４．公共交通と関わる意識・
機会・仕組みの創出
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わかりやすく、効率よく拠点間を連携するネットワークへの再編

５ まちづくりと連携した公共交通～弘前市地域公共交通網形成計画～
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基本的な考え方

中心部にわかりやすく、太い公共交通軸をつくります

鉄道（弘南鉄道大鰐線）を守り、活用します

都市の中心や施設が集まる拠点間は、アクセスを向上させます

田園と中心部のネットワークを確保します

弘前圏域の地域間は鉄道（ＪＲ及び弘南鉄道）とバスが連携して結びつきを高めます

地域拠点間の効率的な移動を確保します

利用者に分かりやすく
効率的な路線の再編



ご清聴ありがとうございました。
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